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 グアナファト交流事業に参加してきました。  ３月 1日から 4日にかけて、グアナファト州で行われた平成 30 年度広島県派遣研修生交流事業に参加させていただきました。広島県とグアナファト州は平成 26年に友好提携を締結しており、以来、経済、教育、文化、観光など様々な分野において相互交流の促進を図っています。日墨両政府が実施する日墨戦略的グローバル・パートナーシップにおいて 3年前から広島県に自治体推薦枠が設けられたおかげで、私たちは現在メキシコで勉強ができております。今回のレポートはグアナファト交流事業についてその内容をお伝えしていこうと思います。 
在レオン領事館・教育省訪問 

   初日は在レオン日本国総領事館・グアナファト州教育省を表敬訪問させていただきました。東日本大震災を機にメキシコに進出する企業が年々増加していること、これからもメキシコと日本の経済的つながりは強くなる見込みがあることを教えていただきました。教育省においては、現在メキシコが抱える教育問題について触れ、その原因や学生を取り巻く環境、また解決方法についての貴重なお話を聞くことができました。市内に戻った後は、広島を訪問した経験があり、現在グナファト大学に通うメキシコ人学生との意見交換会に参加しました。「私が感じた広島・メキシコシティ」をテーマにそれぞれがパワーポイン



トを用いてプレゼンを行い、互いに活発に議論を交わしました。日本人学生が持つものとは違った視点からの考えを聞いて、いい刺激を受けたと感じています。  
補習授業校・いちご⼯場⾒学  2日目はグアナファト補習授業校を見学させていただきました。運営委員会の方々にインタビューさせていただいたところ、今年新たに学校が開校される予定ということで、ここにも進出企業の増加の影響があることが伺えます。                                                  続いて向かったのはイラプアト市にあるいちご工場。メキシコはいちごの生産数が世界の３番目を占めており、特にイラプアト市は重要な生産地となっています。加工工場の様子を見学させてもらい、色々なお話を聞かせていただきました。普段食べている商品ができるまでの過程や工場の歴史は大変興味深かったです。  
モヒガンガ工房⾒学 

        3 日目はモヒガンガ工房を見学させていただきました。モヒガンガとはパレードや結婚式の際に展示されたり踊ったりする巨大人形のことで、スペインから伝わってきた文化とされています。現在はフェリペさん、美花さん夫妻が独自の手法を用いてその伝統を引き継



いでらっしゃいます。張り子に使う紙はトルティージャの粉が入っていた袋を用いており、丁寧に手でちぎって貼られています。実際に見るとかなり丈夫で、モヒガンガに対するフェリペさん夫妻の情熱を直に感じました。  
独⽴戦争の記憶に触れる 

      今回の研修中、私は自由課題としてアロンディガ・デ・グラナディータスを訪れました。この場所は、もともと穀物貯蔵庫として使われており、1810 年に独立戦争が始まると同時にスペイン軍の陣地へと変わってしまいました。また、イダルゴ神父率いる 2 万もの解放軍との激戦が繰り広げられた舞台でもあります。この場所は現在博物館となっており、独立戦争当時の様子が描かれた絵画や実際に使用された武器のほか、植民地以前の土器やカトリック教に関する資料なども展示されていました。中でも特に印象に残ったのは、博物館内で大きな存在感を放っていた壁画です。ホセ・チャベス・モラードが描いた壁画は、植民地支配からのメキシコの自由や主権を細かなタッチで表現しています。またイダルゴの功績を称え、彼の肖像や言葉の引用も記されています。メキシコに来る前から一度は必ず訪れておきたい場所だったということもあり、かなり充実した時間を過ごすことができました。壁画や武器を実際に目の前にすると写真で見たときよりも違った印象を受け、解放軍の独立に対する希望、不安、焦りを、スペイン軍に対する怒りを直に感じることができました。  メキシコはその昔、壁画運動が盛んだったということもあり、今もなお各地に壁画が残されています。私も各州を旅行した際、様々な壁画を見てきましたが、その中でもアロンディガ・デ・グラナディータスの壁画は他の場所のものよりも心に訴えかけてくるものがありました。 



          ☝アロンディガの外観。            ☝実際にイダルゴの首が檻に入れられ、ここで実際に戦争が起こっていました。      見せしめに使われたとされています。  
メキシコマツダ⼯場⾒学 

     最終日はサラマンカ市にあるマツダ工場を見学させていただきました。水谷社長からマツダがメキシコに進出するまでの経緯や過程の説明を受けた後で、実際に工場の中を見学して回りました。高い技術はもちろんのこと、社員の方が働きやすいような福利厚生の充実や、駐在されている日本人とメキシコ人のコミュニケーションプロセス、技術における高い教育水準、再生可能エネルギーを用いた環境への配慮など、多方面にわたって勉強になりました。 
終わりに  今回の研修では、普段は勉強できないような非常に多くのことを深く学ぶ事ができました。このような貴重な経験ができたのも、広島県庁国際課の方をはじめ、お忙しい中私たちを歓迎し、研修にご協力していただいた皆様、そして４日間引率してくださったコーディネーターの丸岡さんのおかげです。これからも感謝の気持ちを忘れず、謙虚に頑張っていきます。改めて御礼申し上げます。ありがとうございました。   


